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: 黄化葉巻病は総合的に防ぎましょう ］ 
アニモTY-12はトマト黄化葉巻病ウィルスに感染すると植物体内にウィルスを

保毒し感染源となる可能性があります。また、ウィルスに継続して大呈に感染し

た場合や、高温等の強いストレスがかかった場合には病徴が現れることがあり

ます。タバココナジラミを防除したり、遮光資材を利用しハウス内温度を下げた

りするなど適切な栽培管理に努めてください。特に育苗～定植直後は上記の対

策を徹底してください。
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トマト黄化葉巻病に耐病

性

のほか、葉かび病(Cf-9)、萎ちょう病レ ース1、レ ース2、根腐れ
萎ちょう病、半身萎ちょう病レース1、斑点病、ネコプセンチュウ、トマトモザイクウイルス病
(Tm—呼型）に耐病耐虫性。
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草勢は中程度葉はコンバクトで栽培管理しやすい。果

形

は腰高、奇

形

が少なく、秀品率が高い。
果

重

は200g程度。果色は濃いピンク色、グリーンベースは薄い。花数が多く、沼果も良い。

ゼリ一部が少なく果肉が多いため、果実は硬く、ずっしり

重

い。日昧が強く、酸味が少ないた
め食べやすい。

熟期は

早

生。節問はやや短い。あらゆる作型に向く。

栽培の要点

「定植後1ヶ月間の草勢を強く維持する」

草勢が強めの台木を使用する。晋枯病が発生する圃場では「台本命」、褐色根腐れ病が発生
する圃場では「あおおに」がお奨め。

極端な「しめ作り」や低温管理を避け、のびのび育て、草勢のある苗にする。定植は促成·夏
秋はがく割れ、越冬・抑制は本葉4~5枚期の若苗とする。

元肥の10a当たり窒素団は、越冬促成·豆秋が1 5~23kg、抑制は0~10kgが目安。窒素
よりも加里の成分霞を多くすることにより、果実の肥大と色上がりの向上が期待される。土
壌分析し、適正な施肥に努める。
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初期の草勢を確保するため、第1、第2花房は摘果する。促成•夏秋は3~4果、越冬抑制は2~
3果にする。
追肥開始が遅れないようにする。越冬・促成·夏秋が第3花房開花時、抑制が第2花房開花時か
ら始める。夜温は9~10℃とし節閤が詰まりすぎる場合は夜温を上げる。
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施肥例［エコファ ーマー 対応】 (10a当たり）
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20~40kg 

成分●(kg/lOa) 元肥

肖機原料臼来100%
有機原料由来100%

1回20kg 有機50%
N:14~22 P,0,:14~22応0:21~34

0~160kg 
0~20kg 

成分 (kg/10a) 元肥

肖機原料臼来100%
有機原料臼来100%

1 IQl20kg 有機50%
N:0~10 P,0,:0~10応0:0~16

適作型

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 
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